
             

 
■「令和３年度経験年数別研修講座」の主な特徴点 

～ つながって学び、来て深める県総合教育センターへ ～ 

 

特徴① 校内研修とセンターでの研修の連動！ 
・センターにおける研修講座（集合研修）前に、各校での校内研修として、ｅラーニング研修

講座（１時間カウント）を視聴します。センターの集合研修では、講義時間を短縮し、協議・

演習等を重視し、実践的な研修の充実を図ります。 

【例：初小第２日（学習指導）は、事前に「学習指導の基礎基本のｅラーニング動画」を視聴

した上で参加。】 

 

特徴② ｅラーニング研修動画を有効に活用する！ 
・「研修用の資料を提供してほしい」「指導教員の負担軽減を図りたい」という学校現場から

の要望から、５０本以上の研修動画を作成しました。校内研修１５０時間（初任研）に位置

付けて視聴します。繰り返しの視聴や、焦点化した活用等、ニーズに応じて

工夫できます。 

アドレス https://www.pref.okayama.jp/page/702315.html 

 

特徴③ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた基礎研修の実施！ 
・全ての校種、全ての経験年数別研修においてタブレット等を活用した実践的な研修を実施し

ます。また、「教育の情報化ユニット研修」と併用することで、GIGA スクール構想の実現

に向けた基礎研修を実施します。 

 

特徴④ 中堅研を共通研修５日、選択研修２日に！ 
・昨年度まで実施していた系・コースを廃止します。全受講者に共通して伸ばしたい資質能力

の育成を図るため、中堅研を共通研修５日、選択研修２日とします。 

 

特徴⑤ 事務手続き・提出書類の簡略化を図る！ 

・ペーパーレス、デジタル化の推進に向け、経験年数別研修の様式を電子データによる提出と

し、記入内容の簡略化も図りました。 

【例：研修教員報告書・校内研修計画書（様式①）、校内研修報告書（様式②）は、時数のみ。】 

 
 
■その他の変更点 
希望研修を『専門研修』として実施！ 
・第３次岡山県教育振興基本計画の実現に向け、「夢育」「地域学・PBL」「GIGA・DX」を

推進するために必要な専門研修を行います。 

【例：おかやま ICT 活用実践報告研修講座（GIGA）、予測困難な時代に対応するイノベーシ

ョン力育成管理職研修講座（DX）】 

Web ページ上で案内しますので、受講を御検討ください。                                                                                                                                                                                                                  
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研修講座の改善・充実を通して、これからも教職員の資質向上を支援していきます。 



             
 
 
 
 
 

 
  

新年度がスタートし、早２か月が過ぎようとしています。学級（HR）や部活動、学年全体を

運営していく中でお悩みはありませんか？ 今回は、学習ルールや規律づくり、子ども同士の人

間関係、保護者との連携など、生徒指導・教育相談に関する学びや研修のために、総合教育セン

ターが作成したすぐに活用できる e ラーニング＆研修パッケージシリーズをご紹介します。 

 

   

   
 

 

 

 

   

 

  

センタ－ホームページ 

⇒「生徒指導・教育相談 e ラーニングシリーズ」 

https://www.pref.okayama.jp/page/717130.html 

⇒「生徒指導校内研修パッケージ」 

https://www.pref.okayama.jp/page/688891.html#seito 

 

e ラーニングシリーズ 

短い時間で学ぶ手段は

ないかなぁ… 

基礎基本を見直して、

自分の力量を向上し

たいなぁ… 

同僚に紹介して時間

があるときに見てほ

しいなぁ… 

「授業の中での 

生徒指導」 

「児童・生徒理解」 

「不登校・長期欠席 

の理解と対応」 

「上手な聴き方・伝え方」 

「保護者との関係 

づくり」 

生徒指導校内研修パッケージ 

演習や協議を通して

共通理解を深め、同僚

性を高めたい… 

協議の時間をしっかり

持てるような研修をし

たい… 

学校の実情に応じて

研修をカスタマイズ

して行いたい… 
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『生徒指導・教育相談 eラーニングシリーズ』『校内研修パッケージ』の紹介！ 

悩んだり、つまずいたりしたときは、視点を変えてみることも大切です。 

岡山県総合教育センターはさまざまな方法で、先生方を支援します！ 

１本 10～20 分程度の動画です。 

e ﾗｰﾆﾝｸﾞ 研修ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 

https://www.pref.okayama.jp/page/717130.html
https://www.pref.okayama.jp/page/688891.html#seito


 



 



 

 

 



令和３年7月２１日から、県総合教育センターで行うすべての研修講座を対象に、集合研修を来所して受講す
るか、その研修の配信を学校で遠隔受講するかを選択できるハイフレックス型研修を導入しました。遠隔研修で
参加した場合も、協議や演習等の活動に参加でき、集合研修で参加した場合と同等の研修を受けることができる
よう、日々遠隔研修技術の向上に努めています。
今回は、今までのハイフレックス型研修で培ったノウハウのうち、機材の準備・配信のポイントを紹介します。
各校でもICT機器を使った様々な取組を行っていると思いますが、授業配信の参考にしてください。
今、校内にあるＩＣＴ機器で、できるところから始めましょう。

※対面とオンラインのどちらでも受けることができる授業形式を指します。
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【機材】

①プロジェクタ

②スクリーン（ホワイトボード）

③講師用PC

④配信用PC

⑤Webカメラ（orﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ）・三脚

⑥スピーカーマイク（orヘッドセット）

【ケーブル類】

USB延長ケーブル

HDMIケーブル

映像変換アダプタ など

【Web会議システム】

Zoom、Google Meet など

配信のポイント

ハイフレックス型授業 の参考にしてください

使用機材・システム研修室の基本レイアウト

【映像】・PC内蔵カメラでも配信できますが、USB延長ケーブルに接続したWebカメラを三脚に取り付けると、カメラ配置

の自由度が増します。

・デジタルビデオカメラはズーム機能を利用することができます。（映像変換アダプタが必要）

・三脚にタブレット端末を取り付けて配信することもできます。

・実物投影機をWebカメラとして接続すると、教科書やワークシートを直接映して配信することができます。

【音声】・音声配信にWebカメラやPCの内蔵マイクも利用できますが、部屋の大きさに適したスピーカーマイクを別に準備

すると音声がきれいに届きます。

・スピーカーマイクを置く位置で音声に差が出ます。よく聞こえる位置を探してみてください。

・ハウリング対策が必要です。(室内で複数の端末を使う際は、メインの端末以外のマイクをミュートにしておく。)

【その他】・Web会議システムのチャット機能を活用する。（質問や音声トラブルの際に文字でやり取りできる。）

・配信をサポートする人員の配置が望ましい。

①

②

⑥
⑤ ④③

※

・やむを得ず学校に登校できない児童生徒へのICTを活用した学習指導等を行うためのチェックリスト

（文部科学省）

https://www.mext.go.jp/content/20210827-mxt_jogai02-000017631_00002.pdf

・「教育の情報化ユニット研修」＜unit 20 実践遠隔授業（授業づくりと模擬授業）＞

https://www.youtube.com/watch?v=E-t-Hgjnqjs
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https://www.pref.okayama.jp/page/745343.html

https://www.pref.okayama.jp/page/745343.html








